
これまでの積み上げを生かした道徳科の授業づくりを推進しましょう 

 小学校では平成３０年度から、中学校では平成３１年度から、「特別の教科 道徳」が全面実施とな
ります。今回の改訂では、子供たちが道徳的諸価値を自己との関わりで多面的・多角的にとらえ、自己
の生き方について考えられることができるよう、問題解決的な学習や体験的な学習を取り入れるなど、
今まで以上に多様な展開と指導方法の工夫が求められています。 

 以下に示すＱ＆Ａを参考に、これまで積み上げられてきた指導上の蓄積を生かし、質の高い道徳科の
授業づくりを推進しましょう。 

道徳科の授業づくりに関するＱ＆Ａ 

  「考え、議論する道徳」とはどのような学習ですか？  
   子供たちが、常に自己の生き方を見つめながら、級友と多様な視点から話し合ったり、語り合ったりする 
  ことを通して、自分自身のよりよい生き方を考えていく学習です。 
   このことは、新学習指導要領の中心である「主体的・対話的で深い学び」に共通します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせて
思考・判断・表現し、学習内容の深い理解へとつなげ
ること 

深い学び 

道徳科における見方・考え方 
様々な事象を道徳的諸価値を基に自己との関わりで
（広い視野から）多面的・多角的に捉え、自己の
（人間としての）生き方について考えること 

 
児童生徒が主体的に自分との関
わりの中で考えること 

 
児童生徒が多様な考え方、感じ
方に出会い、交流すること 

 
学ぶことに興味や関心を持ち、
見通しを持って粘り強く取り組
み、自己の学習活動を振り返っ
て次につなげること 

 
子供同士の協働、教職員や地域
の人との対話、先哲の考え方を
手掛かりに考えること等を通じ、
自己の考えを広げ深めること 

考え  

主体的  

議論する 

対話的 

  子供たちが「考え、議論する」ための指導の工夫としてどのようなものがありますか？ 
   子供たちが道徳的諸価値を自分との関わりや広い視野から多面的・多角的に考えられるよう、問題解決的 
  な学習や体験的な学習などを取り入れた多様な授業展開が考えられます。 
   しかし、これらの活動は授業のねらいを達成するための手立てであり、活動を取り入れることが目的にな 
  らないよう、授業のねらいに即した指導方法を適切に選択することが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 問題解決的な学習の例 

いじめは絶対よく
ない 

誰とでも仲良くす
ることが大切だ 

いじめられている子がいる
時、本当に止めることがで
きるだろうか 

いじめがだめなことは分
かっているんだけど・・・ 

○大切さを理解していても、なかなか実現できない人間 
 の弱さについて考える 
 （いじめについて「相互理解、寛容」「友情、信頼」等） 

い
じ
め 

  授業のねらいを設定する際に留意することは何ですか？ 
   「学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」に示された小中９年間のつながりを踏まえ、発達段階に応じ    
  た道徳的諸価値への理解を深め、授業のねらいを明確にすることが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔小学校：第１・２学年〕 
 父母、祖父母を敬愛し、進ん
で家の手伝いなどをして、家族
の役に立つこと。 

〔小学校：第３・４学年〕 
 父母、祖父母を敬愛し、家族
みんなで協力し合って楽しい家
庭をつくること。 

〔小学校：第５・６学年〕 
 父母、祖父母を敬愛し、家族
の幸せを求めて、進んで役に立
つことをすること。 

〔中学校：第１～３学年〕 
 父母、祖父母を敬愛し、家族
の一員としての自覚をもって充
実した家庭生活を築くこと。 

大好きな家族
のために、家
のお手伝いを
したいです。 

僕は食器の片付けをよ
く手伝います。家族の
みんながうれしくなる
ために協力することは
大切だと思います。 

私は母の代わりによく
スーパーへ買い物に行き
ます。他にも家族のため
にできることがないか考
えてみたいと思います。 

家族に頼るだけでなく、
自分が家族のためにで
きることを率先して
行っていく必要がある
と思いました。 

 内容項目：15 家族愛、家庭生活の充実（小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編より） 

ねらいを 
達成した 
子供の姿 
（実践 
意欲） 

○教材の登場人物が行った挨拶を、役割演技で体験する 
 ことにより、心のこもった「礼儀」について考える  

 体験的な学習の例 

乳母車に眠った 
赤ちゃんを乗せた 
おばさんに 
挨拶をする場合は 

耳が遠い 
近所に住む 
おばあちゃんに 
挨拶をする場合は 

相手の状況や立場に応じて声の大きさや挨拶の仕方を考
えることが、心のこもった礼儀につながるんだな。 

参照 道徳教育アーカイブ（文部科学省） URL https://doutoku.mext.go.jp/ 


